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延岡の大人はみな
　子どもたちの先生
延岡市キャリア教育支援センター

延岡の大人はみな
　子どもたちの先生

　職場体験学習を通じて学んだことを映像にして発表した。
＊基本はあいさつ＊企業の 1％＝お客様の 100％＊地域に
貢献する職場＊お客様へのづかい＊地域に根ざして・・・
など気付いた事を赤い文字にして伝えやすくしていました。
生徒達が大きく成長し、未来への眼を持ち、今なすべき事が
何かをしっかりと手にしたと実感できる発表でした。

　「よのなか教室」を 2回開き、プレゼンテーションを動画
を用いて行いました。来年度
修学旅行で福島と東京に行
き、延岡の良さを紹介するた
めの事前学習です。発表動画
には工夫がされ、完成度の高
さを感じました。それにもま
して、延岡への愛情を感じる
事が出来るものでした。大正
大学地域創生学部の大学生
の指導・支援もあり苦労の
跡が見られました。

職場体験学習を前に 2 つの「よのなか教室」が
行われました。水永正憲さんは「自分にとって
『幸せ』とは何だろう」と問いかけ、また野々

垣さんはマナーとは
「まわりがふさわしい
と思う､決まり事」で
すと基本的な考え方
を話されました。人
の役に立つ事を一生
懸命やることの大切
さを学びました。

エンクロス館長の中林奨さん
の基調講演がありました。正
解が 1つの記憶力から、1つ
でない考える力（想像力）が最
も求められるようになりま
す。そのために
①驚くような体験を多くする
　こと
②何が好きか？熱中すること
③「好き」を組み合わせて「自
　分」というオリジナルな仕事を創ること。
　と話されました

「中２から未来へ～企業の魅力伝えます」 北方学園中学校文化祭　2年生発表

「ふるさと延岡の良さを知ろう」延岡中学校 1年生

旭中学校「よのなか教室」 岡富中学校「立志の集い」

学
び
を
は
っ
き
り
と
発
表

班ごとに動画と紙上発表しました。

10月 12・16日
10月 21日
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立志式、１／２成人式、文化祭などの講師選定
キャリア教育支援センターはその悩みに寄り添います。

立志式、１／２成人式、文化祭などの講師選定
キャリア教育支援センターはその悩みに寄り添います。

　延岡中学校　西山

先生による延岡中学

校でのキャリア教育

の取り組み、学年毎の

課題解決と次年度の

活動につながる「よの

なか教室」を支援センターの「よのなか先生」を積

極的に活用した事例発表でした。延岡中学校は多

数の「よのなか先生」を活用して頂いております。

　「子どもたちの未来づくり」を目指して､産業界と行政並びに教育界が一堂に会し

て、これからのキャリア教育の必要性とあり方を考え、次世代を担う産業人財の確保

と育成について県北地域における産官学の連係を強固なものにしていく。

　第 1部～ 2名の会社経営者、1名の教職員による事例発表

　第 2部～翁長有希さんによる講演

　　　　　（ＮＰＯ法人沖縄キャリア教育学校支援ネットワーク代表）
　　　　　演題　「産業界と学校との協働による　子どもたちの未来づくり」
　　　　　参加申込みは別途案内を差し上げます。

ＡＩの発達で仕事がなくなる？

特別活動・総合学習でキャリア教育どうする？

「よのなか先生」はどう依頼する？

教科の中でのキャリア教育はどうする？

知恵は誰かがきっと持っている

　県技連（県委託事業）からの依頼で県北

家具技能士会の 4 名による体験教室でし

た。　生徒達は匠の指導を真剣に､しっか

りと受けながら椅子を作り上げました。釘

打ちには苦労しながらも助け合い全員見

事に完成しました。島野浦中卒業生である

匠が学び続ける事の大切さを伝えて頂き､

感動的でした。

「産業人財の確保 ・育成を考える県北フォーラム」

11月 8日 19時～　中小企業センター
11 月の「よのなか教室」交流会「よのなか教室」交流会　10 月 11 日

匠の技体験教室　島野浦中学校　(10月 19日 )　

11月 30日　13:30 ～ 16:30　　中小企業センター会議室

フリートークでお互いの疑問・悩みを
解決しましょう。

ノコの安全な使い方 匠・友人協力し合って釘打ち。


	表
	裏

